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第6回持続可能なアジア太平洋に関する国際フォーラム(ISAP2014)
分科会2：アジアでのレジリエント都市の構築：理論から実践へ

気候変動と自然災害を考慮したレジリエ
ント都市の概念・施策・評価指標の構築

2014年7月23日

馬場健司・田中充(法政大学)
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報告内容

 日本におけるレジリエント都市の背景

 概念整理：レジリエント都市と環境レジリ
エンス

 レジリエント都市「政策モデル」の枠組み

 レジリエンス指標・施策の考え方と試行
的計測～政策モデル・カルテ・シナリオ～

 まとめと今後の展開
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レジリエント都市の概念に係
る国際的な動向

 気候変動、エネルギー、
生物多様性など主な環境
政策の論点と絡めた議論

気候変動に伴うとみ
られる災害が顕在化

水災害、熱中症や農
作物高温障害等

東日本大震災を契機

自立的なエネルギーシ
ステムや減災・防災を
めざす地域づくりが喫
緊の課題

レジリエントな

都市づくり

21世紀の地域像レジリエンスの概念
気候変動の文脈では「社会・生態システ
ムが同じ構造や機能を維持できるよう
に混乱を吸収する能力、自己組織化の
能力」(IPCC, 2007)

ナショナルレジリエンス by 内閣官房
国土強靭化推進室

 防災・減災が主たる関心

 環境政策としてレジリエンスをどの
ように具現化するのか不明なまま
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日本におけるレジリエント都市の背景

エコシティ・スマ
ートシティ等

経済レジ
リエンス

防災レジ
リエンス 環境レジ

リエンス

**レジリ
エンス
レジリエント都市レジリエント都市

外力への対応
(予防・順応・転換)

外力への対応
(予防・順応・転換)

外力の緩和
(環境負荷低減)

社会的要素経済的要素

サステナブルシティ

「レジリエント都市」：マルチプルなリ
スクに対応し得る能力を持つ都市

「環境レジリエンス」：気候変動
や自然災害によるエネルギーシ
ステム、水循環、資源循環、生
態系等の環境システム対するリ
スクへの対応能力を統合的に
扱う政策概念

生態系

社会・環境システム

エネルギー 水循環

資源循環

外力（リスク・ストレス）

自然災害 気候変動

4

概念整理：レジリエント都市と環境レジリエンス
～類似する都市概念との関係・想定し得る外力と社会・環境システムとの相互関係～



2014/7/23

3

政策モデル：政策立案過程の全体像を表す仮説的フロー

指標：政策モデルの各要素の状態を計測する都市指標、市民指標、行政指標の3種類

政策カルテ：指標による計測結果を集めて各都市のレジリエンス性を診断する

政策シナリオ：カルテを使ってシナリオを作り、政策実装化を図る

レジリエント都市「政策モデル」の枠組み
～政策モデル・カルテ・シナリオと指標の位置づけ～
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レジリエ
ント施策
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政策モデルの範囲

都市指標による計測

行政指標による計測

脆弱性

外力リスク

市民指標による計測

政
策
モ
デ
ル
の
実
装
化

許容度・柔軟性

レジームシフト
が生じる閾値 =
回避すべき事態

シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
度

外力リスクの曝露量(環境変化の規模)

影響を受けない
範囲・規模

回復可能な範囲・規模
レジームシフトが
生じる範囲・規模

適応・回復能力
(順応策)

転換・学習能力
(転換策)

レジリエンス

抵
抗
度
・
剛
直
性
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防御能力
(予防策)

脆弱性

レジリエント施策の考え方：３類型
～想定し得る外力(リスク・ストレス)とレジリエント施策との相互関係～
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１．都市指標：都市のレジリエンス度(状態)を把握・測定

 自治体担当者と専門家が、当該都市の物理的なインフラや経済活動と環境要素など
の状態に係るレジリエンス性を把握・評価する

 国勢調査等の定量的統計データ

２．行政指標：レジリエンス施策の実施状況を把握・測定

 自治体担当者と専門家が、既往の施策の有無や程度、進捗度をチェックし、当該都市
のレジリエンス性の向上につながるか否かを把握・評価する

 行政質問紙調査データ + 公表されている行政計画等の資料を補完的に追加

３．市民指標：市民のレジリエンス度(状態)の把握・測定

 ステークホルダーや市民と専門家が、知識・意識、学習・訓練、社会関係資本などの
市民生活と環境要素の状態に係るレジリエンス性を把握・評価する

 市民質問紙調査データ + JGSS等の統計データを補完的に追加

４．統合化の試み
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施策の実施
（行政指標）

市民生活・活動
（市民指標）

都市の状態
（都市指標）

総合評価指標

レジリエント指標の考え方
～３つの指標の分類と各指標の役割・性格～

 政策カルテを基に、他都市やアクター間での評価
の共通点と相違点について検討し、レジリエンス
性の統合的な評価を試みる
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仙台市（環境局環境企画課） 東北地方（環境系部局） 政令市（環境系部局）
** 1%以上，* 5%以上の危険率で有意差あり** 1%以上，* 5%以上の危険率で有意差あり
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⇑仙台市の都市指標に
よる外力リスクの評価

⇐仙台市の行政指標に
よる外力リスクの評価

政策カルテの趣旨

4つの政策モデルの要素を3つの指標により評価し、他都市

等との比較により、レジリエントシティの具現化に向けて必要

な事柄について各アクターの理解を促す 0
10
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集中豪雨発

生リスク

避難時混乱

発生リスク

復興労働力

指数

災害関連死

発生リスク

自治体財政

力

仙台市 平均値

①外力リスク

②地域社会の脆弱性

③地域社会において回避すべき事態

④レジリエント施策の状況

・都市指標

・行政指標

・市民指標

レジリエント施策・指標の試行的計測
～事例都市におけるレジリエンス3指標の適用と政策カルテ～



2014/7/23

5

 政策モデル; レジリエント施策の準備・実施状況と、これを決定

する3つの要素(外力リスク、脆弱性、回避すべき事態)

 レジリエント施策; 外力リスクの暴露量に応じた3つの能力と施

策(防御能力[予防策]、適応・回復能力[順応策]、転換・学習能

力[転換策])

 レジリエンス指標; 100以上の行政指標、市民指標、都市指標

の設定による上記の3つの要素やレジリエント施策の状態の

計測⇒結果をカルテへ集約化

 政策シナリオ; カルテを題材とした庁内ワークショップによる部

局間のフレーミングギャップの共有化、市民会議による市民と

ステークホルダー、行政間でのフレーミングギャップの共有化

⇒施策の実装化への足掛かり
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まとめと今後の展開

ご静聴ありがとうございました！
お問い合わせは．．．

kenshi.baba.44@hosei.ac.jp

謝辞; 本研究は、平成25年度環境省環境研究総合推進費「レジリエント
シティ政策モデル」の開発とその実装化に関する研究により実施された

10


